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「ゲノム基盤」が担う役割のうち、「臨床検体の保存・管理
の方針と運用方法」については、以下の３項目を検討して取
りまとめた。(1-1)バイオバンクの構築方針、(1-2)バイオバ
ンクが備えるべき要件、(1-3)バイオバンクに保存する検体
の量と種類。 
データ収集・管理については、「ヒト全ゲノムシークエンス
及びデータ解析の方針と運用方法」、及び「ゲノムデータ、
臨床情報の保存・管理の方針と運用方法」に大別して検討し
た。前者の課題について以下の２項目を検討して取りまとめ
た。(2-1)ゲノム基盤のシークエンス解析部門に求められる
こと、(2-2)シークエンス解析に関する委託と自主運営の比
較。また後者の課題については、以下の３項目を検討して取
りまとめた。(3-1)ゲノムデータ保管に必要な能力など、(3-
2)パブリッククラウドとオンプレミスの比較、(3-3)臨床情
報の保存と管理の方針と運用。 
データ利用環境の整備については、産学連携、国際連携、倫
理審査を担当するそれぞれの班員との協力の上で、データベ
ースの利活用、運営、管理に必要な事項を検討している。 


